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〈
保
育
現
場
は
い
ま
〉 

3
つ
の
事
例
 マ
ツ
ダ
が
工
場
に
保
育
施
設
を
オ
ー
プ
ン
 

隠
れ
た
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
 

マツダ本社 

工場内の福利厚生ゾーンにある「わくわくキッズ園」 

保育現場はいま 

　
働
く
親
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
、
し
か
も
、

子
ど
も
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
保
育
と
は
ど

ん
な
形
態
か
。
保
育
所
は
、
政
府
が
進
め
る

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
に
、
欠
か

せ
な
い
施
設
だ
。
そ
れ
は
増
え
つ
づ
け
る
働

く
女
性
に
対
す
る
就
労
支
援
の
意
味
合
い
だ

け
で
は
な
い
。
子
育
て
不
安
の
広
が
り
な
ど

を
背
景
に
、
保
育
園
へ
の
期
待
は
益
々
高
ま

っ
て
い
る
。
延
長
保
育
や
一
時
保
育
な
ど
、

通
常
の
保
育
形
態
を
超
え
、
地
域
で
の
子
育

て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
民
間
の
施
設
と
、

人
材
定
着
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
向
け
た
多
様

な
支
援
を
提
供
し
て
い
る
民
間
施
設
と
企
業

内
施
設
を
取
材
し
た
。 

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇ 

　
新
生
銀
行｢

ひ
び
や
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク｣

、
万

有
製
薬｢

コ
ス
モ
ス
保
育
園｣

、
資
生
堂｢

カ

ン
ガ
ル
ー
ム｣

、
日
本
郵
船｢

郵
船
チ
ャ
イ
ル

ド
ケ
ア｣

―
―
。
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
、

事
業
所
内
保
育
所
を
開
設
す
る
企
業
が
増
え

て
い
る
。
認
可
保
育
所
に
入
れ
な
い
待
機
児

童
が
二
万
六
〇
〇
〇
人
（
四
月
一
日
時
点
）

に
も
の
ぼ
る
な
か
、
独
自
に
保
育
施
設
を
つ

く
り
、
ピ
ジ
ョ
ン
な
ど
保
育
サ
ー
ビ
ス
業
者

に
運
営
を
委
託
す
る
こ
と
で
、
保
育
負
担
の

軽
減
を
狙
う
。 

 

事
業
所
内
保
育
所
を
含
め
企
業
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
施
策
の
充
実
は
、
優

秀
社
員
の
流
出
防
止
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な

ど
に
つ
な
が
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
と
は
い

え
、
企
業
は
そ
の
コ
ス
ト
と
リ
タ
ー
ン
を
ど

う
考
え
、
施
策
は
本
当
に
利
用
し
や
す
い
も

の
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ

レ
ン
ド
リ
ー
企
業
と
し
て
今
年
度
、
厚
生
労

働
大
臣
優
良
賞
を
受
賞
し
た
マ
ツ
ダ
を
取
材

し
た
。 

  

 
事
業
所
内
保
育
施
設
の
ニ
ー
ズ
と
は
 

 

広
島
県
安
芸
郡
に
本
社
を
お
く
自
動
車
メ

ー
カ
ー
、
マ
ツ
ダ
（
従
業
員:
男
性
一
万
八

三
七
六
人
、
女
性
一
二
八
五
人
〈
五
月
時
点
〉
）
。

広
大
な
本
社
工
場
の
一
画
に
昨
年
四
月
、
事

業
所
内
保
育
施
設
「
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
園
」

を
開
設
し
た
。
福
利
厚
生
ゾ
ー
ン
に
あ
る
独

身
寮
の
二
階
で
、
園
庭
は
な
い
が
、
保
育
ス

ペ
ー
ス
は
約
二
一
〇
平
方
㍍
と
広
々
だ
。
真

っ
白
な
洗
濯
物
が
は
た
め
く
昼
下
が
り
。
マ

ツ
ダ
社
員
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ス
ヤ
ス
ヤ
と

よ
く
眠
っ
て
い
た
。 

「
お
腹
い
っ
ぱ
い
で
、
さ
っ
き
寝
つ
い
た
と

こ
ろ
な
ん
で
す
」 

 

本
社
ビ
ル
か
ら
徒
歩
一
〇
分
と
い
う
近
さ

ゆ
え
、
昼
食
を
早
め
に
切
り
上
げ
授
乳
に
訪

れ
る
マ
マ
も
い
る
。
保
育
士
六
人
に
加
え
看

護
婦
が
常
駐
。
ち
ょ
っ
と
し
た
熱
や
せ
き
、

病
み
上
が
り
で
も
対
応
し
て
く
れ
る
。
子
ど

も
の
急
変
に
も
す
ぐ
か
け
つ
け
ら
れ
る
近
さ

が
、
何
よ
り
魅
力
だ
。
利
用
料
は
給
食
を
含

め
て
月
額
五
万
六
〇
〇
〇
円
、
急
な
預
け
入 

れ
は
日
額
四
〇
〇
〇
円
と
県
内
認
可
保
育
所

よ
り
二
割
ほ
ど
安
い
。
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ

ン
の
一
人
年
四
〜
五
万
円
分
の
手
持
ち
ポ
イ

ン
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
さ
ら
に
ダ
ウ
ン
す
る
。 

「
遅
く
と
も
午
後
七
時
前
後
で
閉
ま
る
認
可

保
育
所
が
多
い
な
か
、
午
前
七
時
半
〜
午
後

九
時
ま
で
預
け
ら
れ
る
保
育
時
間
は
嬉
し
い

限
り
」 

「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
な
ど
の
利
用
で

朝
の
混
雑
も
な
く
、
万
一
、
残
業
が
必
要
に

な
っ
て
も
慌
て
ず
に
済
む
」 

 

利
用
者
の
口
コ
ミ
や
イ
ン
ト
ラ
を
通
じ
て

拡
が
る
評
判
に
、
六
歳
児
ま
で
三
〇
人
の
定

員
に
な
か
な
か
空
き
が
出
な
い
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
だ
。 

「
こ
れ
で
も
開
設
当
初
の
入
園
は
わ
ず
か
三

人
で
、
心
配
し
た
ん
で
す
。
で
も
冬
場
に
か

け
、
徐
々
に
増
え
て
ゆ
き
ま
し
た
。
予
想
外

に
も
利
用
者
の
過
半
数
は
男
性
で
、
急
な
預

け
入
れ
ニ
ー
ズ
も
多
く
び
っ
く
り
し
て
い
ま
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保育士と遊びながら、お迎えを待つ子どもたち 

保育現場はいま 

す｣

と
話
す
の
は
、
同
社
労
政
部
労
政
グ
ル

ー
プ
の
青
木
一
郎
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
二
〇

〇
〇
年
に
設
け
ら
れ
た
女
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
提
言
に
始
ま
り
、
メ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
、

従
業
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
労
使
検
討
委
員

会
―
―
な
ど
を
経
て
実
現
し
た
同
園
だ
が
、

認
可
外
で
、
し
か
も
新
設
と
い
う
不
安
か
ら

か
、
開
設
当
初
の
人
気
は
低
迷
し
た
。 

 

し
か
し
入
園
者
数
は
日
を
追
っ
て
伸
び
た

。

し
か
も
、
開
設
後
、
事
業
所
内
保
育
施
設
な

ら
で
は
の
ニ
ー
ズ
が
浮
か
び
上
が
る
。
「
四

月
入
園
に
間
に
合
わ
な
い
年
間
四
〇
〜
五
〇 

人
に
の
ぼ
る
育
休
復
帰
社
員
」
「
収
入
減
を

伴
う
育
児
休
業
取
得
よ
り
、
保
育
所
へ
の
送

り
迎
え
な
ど
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
育
児
を
分

担
し
よ
う
と
す
る
男
性
社
員
」
「
開
業
日
と

休
日
が
一
致
し
て
い
な
い
日
の
一
時
預
け
入

れ
」
「
家
で
は
で
き
る
だ
け
自
分
の
時
間
を

確
保
し
た
い
共
働
き
世
帯
」
―
―
な
ど
の
ニ

ー
ズ
が
潜
在
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

た
と
い
う
。 

   

コ
ス
ト
と
リ
タ
ー
ン
を
ど
う
考
え
る 

 

マ
ツ
ダ
は
こ
れ
ま
で
も
、
働
く
時
間
を
完

全
自
由
化
し
た
こ
と
で
有
名
な
コ
ア
の
な
い

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
（
間
接
部
門
の
三

人
に
二
人
は
こ
れ
を
利
用
）
や
、｢

半
日
有

休
制
度｣

（
主
に
現
業
部
門
が
利
用
）
。
子

が
一
歳
に
達
す
る
ま
で
期
間
変
更
が
行
え
、

期
間
雇
用
者
も
対
象
に
し
た
育
児
休
業
（
九

一
年
来
男
性
＝
四
人
、
女
性
＝
出
産
者
の
ほ

ぼ
全
員
が
取
得
）
、
子
ど
も
に
限
ら
ず
家
族

一
人
に
つ
き
年
一
〇
日
ま
で
七
〇
％
有
給
で

取
得
で
き
る
看
護
休
暇
、
最
長
一
年
ま
で
一

回
に
限
り
再
度
申
し
出
が
可
能
な
介
護
休
業

（
九
二
年
来
男
性
一
二
人
、
女
性
一
〇
人
が

取
得
）
。
そ
し
て
、
短
時
間
勤
務
（
一
日
二

時
間
ま
で
）
や
所
定
外
労
働
の
免
除
な
ど
特

例
措
置
が
適
用
さ
れ
る｢

小
学
校
二
年
修
了

時｣｢

介
護
で
必
要
あ
る
期
間｣

へ
の
延
長
―

―
と
、
法
律
を
上
回
る
育
児
・
介
護
休
業
制

度
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き
た
。 

 

こ
れ
ら
の
施
策
に
は
も
ち
ろ
ん
コ
ス
ト
が

か
か
る
う
え
、
今
回
の
事
業
所
内
保
育
施
設

の
設
置
・
運
営
に
も
新
た
な
費
用
の
持
ち
出

し
が
発
生
す
る
。
そ
の
コ
ス
ト
を
ど
う
考
え

る
の
か
。
米
フ
ォ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
の
傘
下

と
し
て
、
米
国
流
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド

リ
ー
施
策
を
輸
入
し
た
面
も
あ
る
の
で
は
と

聞
く
と
、｢

一
つ
の
側
面
と
し
て
ト
ッ
プ
の 

理
解
を
得
や
す
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
本
質
的
な
狙
い
は
ミ
レ
ニ
ア

ム
プ
ラ
ン
に
あ
る
と
お
り
で
す｣

と
青
木
氏
。 

 

マ
ツ
ダ
と
言
え
ば
二
〇
〇
〇
年
、
向
こ
う

四
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た
、
中
期
経
営

計
画｢

ミ
レ
ニ
ア
ム
プ
ラ
ン｣

が
記
憶
に
新
し

い
。
早
期
退
職
優
遇
に
よ
る
一
八
〇
〇
人
の

大
合
理
化
が
主
に
報
道
さ
れ
た
も
の
の
、
マ

ツ
ダ
に
残
っ
た
社
員
に
と
っ
て
同
プ
ラ
ン
は

同
時
に
、
能
力
・
実
績
主
義
体
系
へ
の
脱
皮

を
明
確
に
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。 

　
「
当
時
、
社
員
の
能
力
ア
ッ
プ
と
モ
ラ
ー

ル
維
持
が
課
題
に
な
る
な
か
で
、
労
使
は
今

後
、
『
選
択
と
自
己
実
現
』
『
人
・
仕
事
・

処
遇
の
最
適
な
マ
ッ
チ
ン
グ
』
、
そ
し
て
『
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
促
進
』
を
め
ざ
す

こ
と
で
一
致
。
そ
れ
が
新
人
事
制
度
『
と
び

う
お
』
に
結
実
し
て
い
る
わ
け
で
す｣

（
青

木
氏
） 

   

フ
ァ
ミ
フ
レ
と
両
輪 

 

で
す
す
む
実
績
処
遇 

 

マ
ツ
ダ
は
今
年
四
月

、

年
功
型
処
遇
を
完
全
に

廃
止
。
八
三
年
来
二
〇

年
ぶ
り
に
、
処
遇
制
度

の
刷
新
に
踏
み
切
っ
た
。

課
長
職
以
上
は
〇
一
年

一
二
月
か
ら
移
行
し
て

い
る
が
、
今
回
対
象
と

な
る
の
は
一
般
社
員
、

約
一
万
八
〇
〇
〇
人
だ
。 

 

新
制
度
で
は
、
こ
れ

ま
で
賃
金
の
半
分
を
占

め
た
年
齢
給
を
全
廃
し
、

細
か
い
職
務
別
に
基
準

賃
金
を
設
定
。
昇
給
は

個
人
の
実
績
評
定
に
応

じ
、
レ
ン
ジ
（
＝
単
年

度
で
各
等
級
の
昇
給
単

価
×
成
績
係
数
）
が
異

な
っ
て
く
る
。
実
績
評
定
は
、
事
務
・
技
術

系
で
は
期
首
に
課
題
ご
と
の｢

ウ
エ
イ
ト｣

と

｢

難
易
度｣

を
設
定
し
、
期
末
に
そ
の｢

目
標

達
成
度｣

を
確
認
。｢

ウ
エ
イ
ト
×
難
易
度
×

目
標
達
成
度｣

の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
五
段

階
で
評
価
し
、
そ
の
結
果
が
成
績
係
数
に
反

映
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。 

 ｢

か
つ
て
昇
進
・
昇
格
で
年
功
型
の
『
年

次
管
理
』
の
概
念
が
あ
っ
た
時
代
に
は
、
育

児
や
看
護
、
親
の
介
護
で
休
職
し
た
り
す
る

こ
と
は
『
同
期
の
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
』
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
し 

か
し
純
粋
に
能
力
・
仕
事
で
昇
級
・
処
遇
が

決
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
は
、
そ
う
い
っ

た
不
安
を
感
じ
る
意
味
も
薄
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
ｅ
―
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
留
学
ま
で
を

視
野
に
入
れ
た
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
た
め
の

休
職
・
短
時
間
勤
務
制
度
な
ど
も
完
備
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
が
相
ま
っ
て
一
人
一
人
の

社
員
の
『
選
択
と
自
己
実
現
』
と
い
う
意
識

が
醸
成
さ
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す｣

（
青
木

氏
） 

 

処
遇
制
度
の
見
直
し
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ

レ
ン
ド
リ
ー
施
策
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
策

が
う
ま
く
か
み
合
い
出
せ
ば
、
個
人
の
働
き

方
も
多
様
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
逆
に
「
自

己
責
任
」
時
代
の
到
来
を
意
味
す
る
も
の
な

の
か
も
知
れ
な
い
。 

　
　
　
　
　 

（
調
査
部
　
渡
邊
木
綿
子
） 



日
立
労
使
が
託
児
所
を
共
同
経
営
 

グ
ル
ー
プ
会
社
を
巻
き
込
ん
で
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保育現場はいま 

　
川
沿
い
に
工
場
が
立
ち
並
ぶ
横
浜
市
戸
塚

区
。
日
立
製
作
所
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
事
業
部
の

前
を
通
り
、
細
い
道
を
入
る
と
、
左
手
に
日

立
製
作
所
労
働
組
合
ソ
フ
ト
支
部
が
入
る
組

合
会
館
が
み
え
て
く
る
。
同
支
部
の
事
務
ス

ペ
ー
ス
だ
っ
た
会
館
の
一
階
は
、
い
ま
や
「
託

児
所
」
に
様
変
わ
り
し
、
子
供
た
ち
の
元
気

な
声
が
響
き
渡
る
。 

 

「
ゲ
ン
木
く
ら
ぶ
」
―
―
。
二
〇
〇
三
年

四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
日
立
グ
ル
ー
プ

社
員
用
の
託
児
所
だ
。

日
立
労
組
が
会
館
の
一

階
を
改
装
し
て
設
置
。

運
営
に
つ
い
て
は
会
社

も
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
。
オ
ー
プ
ン

当
日
は
、
日
立
製
作
所

の
庄
山
悦
彦
社
長
、
日

立
製
作
所
労
働
組
合
の

根
津
和
吉
委
員
長
の
労

使
ト
ッ
プ
も
駆
け
つ
け
、

開
園
を
祝
っ
た
。 

 

現
在
は
一
歳
児
を
中

心
に
一
六
人
が
入
所
。

園
長
も
兼
ね
る
仲
谷
薫
・

ソ
フ
ト
支
部
委
員
長
は
、

「
日
立
の
カ
ラ
ー
で
、

安
全
に
対
す
る
厳
し
さ

は
、
他
の
保
育
園
も
ま

ね
が
で
き
な
い
ほ
ど
」

と
自
負
す
る
。
「
ゲ
ン

木
く
ら
ぶ
」
に
一
階
の

フ
ロ
ア
を
„
奪
わ
れ
た
“

格
好
と
な
っ
た
労
組
ソ

フ
ト
支
部
は
、
四
月
以

降
は
会
館
の
二
階
が
事

務
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
た
。 

   

■
宣
　
言
■ 

 

「
こ
ん
ど
の
定
期
大
会
で
、
ソ
フ
ト
支
部

で
託
児
所
を
つ
く
る
と
宣
言
し
て
く
れ
」
―

―
。
二
〇
〇
二
年
夏
、
日
立
労
組
の
定
期
大

会
の
前
に
仲
谷
委
員
長
は
、
労
組
本
部
の
根

津
委
員
長
か
ら
内
々
に
、
こ
う
頼
ま
れ
た
。 

 

日
立
労
組
は
六
年
前
、
女
性
執
行
委
員
誕

生
を
き
っ
か
け
に
、
女
性
組
合
員
の
意
見
を

積
極
的
に
吸
い
上
げ
て
お
り
、
ど
う
し
た
ら

女
性
も
働
き
続
け
ら
れ
る
か
議
論
し
て
き
た
。

ソ
フ
ト
支
部
は
組
合
員
の
女
性
比
率
が
二
割

以
上
で
、
他
の
支
部
に
比
べ
女
性
の
割
合
が

高
い
。
実
際
に
「
託
児
所
が
あ
っ
た
ら
い
い
」

と
の
声
も
あ
る
。
一
方
、
会
社
は
二
〇
〇
二

年
春
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
＆
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ン
」
（
Ｆ
・
Ｆ

プ
ラ
ン
）
を
発
表
。
女
性
社
員
の
積
極
的
な

登
用
と
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
に
ち
ょ

う
ど
本
腰
を
入
れ
始
め
る
。 

 
こ
う
し
た
流
れ
も
あ
り
、
定
期
大
会
で
ソ

フ
ト
支
部
が
実
際
に
託
児
所
の
「
設
置
宣
言
」

を
し
て
み
る
と
、
設
置
に
向
け
た
話
が
労
使

の
間
で
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
進
ん
だ
。
ソ
フ
ト

支
部
の
引
っ
越
し
工
事
は
二
〇
〇
二
年
の
年

末
か
ら
始
め
た
が
、
二
〇
〇
三
年
三
月
中
旬

に
は
、
も
う
託
児
所
は
完
成
し
て
い
た
。 

   

■
払
　
拭
■ 

 

「
ゲ
ン
木
く
ら
ぶ
」
は
、
日
立
製
作
所
を

含
め
た
一
九
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
、
日
立
労

組
が
そ
れ
ぞ
れ
支
援
団
体
と
な
っ
て
運
営
に

協
力
。
支
援
団
体
の
社
員
・
組
合
員
が
、
子

供
を
預
け
ら
れ
る
仕
組
み
だ
。
運
営
費
の
三

分
の
二
は
２
１
世
紀
職
業
財
団
の
助
成
金
と

利
用
者
の
保
育
料
で
ま
か
な
え
る
が
、
残
り

三
分
一
は
支
援
団
体
で
負
担
を
分
か
ち
合
う
。 

 

日
立
製
作
所
と
労
組
だ
け
で
運
営
す
れ
ば

、

「
会
社
の
負
担
ば
か
り
が
大
き
く
な
る
」
「
会

社
単
独
で
子
供
を
集
め
ら
れ
る
の
か
わ
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
懸
念
が
あ
り
、
設
置
す
る

前
は
「
つ
く
っ
て
も
長
続
き
す
る
か
疑
問
が

あ
っ
た
」
と
仲
谷
委
員
長
は
振
り
返
る
。
し

か
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
も
支
援
団
体
に
巻
き

込
む
こ
と
で
、
そ
う
し
た
問
題
を
解
消
し
た
。 

 

「
ゲ
ン
木
く
ら
ぶ
」
は
、
日
立
製
作
所
の

事
業
所
の
な
か
で
は
な
く
、
組
合
会
館
内
に

あ
る
。
そ
の
た
め
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
社
員

が
利
用
し
や
す
い
。
仲
谷
委
員
長
は
「
将
来
、

一
般
開
放
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え

て
も
、
事
業
所
外
に
つ
く
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
話
す
。 

   

■
五
年
後
■ 

　
２
１
世
紀
職
業
財
団
の
助
成
金
申
請
は
五

年
間
が
限
度
な
た
め
、
五
年
後
の
運
営
を
ど

う
す
る
か
が
、
「
ゲ
ン
木
く
ら
ぶ
」
に
と
っ

て
最
大
の
課
題
だ
。
「
代
わ
り
の
助
成
金
を

な
ん
と
か
探
し
た
い
」
と
ソ
フ
ト
支
部
書
記

長
の
半
沢
美
幸
さ
ん
は
言
う
。 

 

自
治
体
か
ら
の
補
助
も
期
待
し
た
い
が
、

外
部
に
開
放
し
て
い
な
い
と
、
補
助
を
う
け

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
。
半
沢
さ

ん
は
「
い
ず
れ
外
部
へ
の
開
放
も
考
え
な
く

て
は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
ね
」
と
、
次
の
ハ

ー
ド
ル
を
予
想
し
て
い
る
。 

　
　
　
　
　
　 

（
調
査
部
　
荒
川
創
太
） 



新
宿
歌
舞
伎
町
で
20
年
間
24
時
間
体
制
 

都
内
初
認
可
の
エ
イ
ビ
イ
シ
イ
保
育
園
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片野園長 

　
歓
楽
街
・
新
宿
歌
舞
伎
町
の
裏
手
を
走
る

大
久
保
通
り
か
ら
一
歩
横
道
に
入
る
と
、
そ

れ
ま
で
の
賑
わ
い
が
嘘
の
よ
う
に
静
か
に
な

る
。
「
エ
イ
ビ
イ
シ
イ
保
育
園
」
は
、
こ
の

異
次
元
空
間
の
よ
う
な
場
所
に
た
つ
三
階
建

て
の
ビ
ル
。
部
屋
に
入
る
と
、
「
お
泊
ま
り

組
」
の
子
ど
も
た
ち
が
保
育
士
さ
ん
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
色
を
子
守

唄
に
、
眠
り
に
つ
く
と
こ
ろ
だ
っ
た
―
―
。

二
〇
年
前
、
片
野
清
美
園
長
が
ビ
ル
の
一
室

を
間
借
り
し
て
始
め
た
乳
児
保
育
園
は
、
質

の
高
い
保
育
サ
ー
ビ
ス
で
親
の
要
望
に
応
え

な
が
ら
大
き
く
成
長
し
て
ゆ
き
、
地
域
ぐ
る

み
の
協
力
で
三
年
前
に
都
内
唯
一
の
夜
間
認

可
保
育
園
に
な
っ
た
。
現
在
、
〇
〜
五
歳
児

ま
で
六
七
人
が
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
る
。

母
親
と
子
供
、
双
方
の
目
線
で
子
育
て
の
ニ

ー
ズ
を
探
し
続
け
る
片
野
園
長
に
、
二
四
時

間
保
育
に
か
け
る
熱
い
想
い
を
語
っ
て
も
ら

っ
た
。 

   

◆
質

の
高
い
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て 

 

一
九
八
三
年
、
大
久
保
の
雑
居
ビ
ル
の
一

室
に
無
認
可
の
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
乳
児
保
育
園
」
が

産
声
を
あ
げ
た
。
当
初
、
夜
間
保
育
施
設
に

す
る
気
は
全
く
な
か
っ
た
が
、
子
ど
も
を
抱

え
て
夜
遅
く
ま
で
働
く
女
性
が
多
い
場
所
柄
、

自
然
と
二
四
時
間
型
保
育
園
に
な
っ
て
い
っ

た
。
公
立
保
育
園
や
私
立
の
認
可
保
育
園
で

は
時
間
に
縛
ら
れ
て
し
ま
う
。
か
と
い
っ
て
、

大
部
屋
に
多
数
の
子
供
を
押
し
込
み
、
数
人

の
保
育
士
が
面
倒
を
見
る
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
の

形
態
で
は
事
故
な
ど
の
心
配
が
尽
き
な
い
。

相
談
に
来
る
母
親
の
悩
み
を
聞
い
て
い
て
、

「
公
立
や
認
可
保
育
園
に
通
う
昼
の
子
は
し

っ
か
り
し
た
処
遇
を
受
け
て
い
る
の
に
、
夜

間
保
育
の
子
に
保
障
が
な
い
の
は
な
ぜ
な
の

か
」
と
の
疑
問
を
強
く
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

無
認
可
保
育
園
の
経
営
は
難
し
い
。
そ
れ

が
夜
間
な
ら
な
お
さ
ら
だ
。
子
ど
も
が
増
え

る
毎
に
経
営
は
か
え
っ
て
厳
し
さ
を
増
す
。

そ
れ
で
も
、
訪
ね
て
く
る
親
の
事
情
を
聞
け

ば
、
保
育
料
を
上
げ
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、

か
と
い
っ
て
無
碍
に
断
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

お
金
が
な
く
て
園
の
運
営
に
頭
を
悩
ま
せ
る

日
々
を
送
り
な
が
ら
も
、「
子
ど
も
へ
の
処
遇

は
ど
こ
に
も
負
け
た
く
な
い
」
と
質
の
充
実

に
こ
だ
わ
り
続
け
た
。
気
が
つ
け
ば
、
時
間

帯
だ
け
で
な
く
保
育
内
容
も
整
っ
た
安
心
で

き
る
保
育
所
と
し
て
、
働
く
母
親
た
ち
の
揺

る
ぎ
な
い
信
頼
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

 

二
〇
〇
一
年
四
月
、
無
認
可
保
育
園
と
し

て
の
一
八
年
間
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
都
内

初
の
二
二
時
間
保
育
園
「
エ
イ
ビ
イ
シ
イ
保

育
園
」
が
誕
生
し
た
。
補
助
金
も
増
え
て
、

経
営
的
に
は
楽
に
な
っ
た
が
、
引
き
替
え
に

失
っ
た
も
の
も
決
し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
。

深
夜
保
育
は
も
ち
ろ
ん
、
産
休
明
け
保
育
、

緊
急
一
時
保
育
、
休
日
保
育
、
深
夜
学
童
保

育
…
。
あ
ら
ゆ
る
親
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
と
め
、

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
対
応
し
て
き
た
こ
と
が
、

認
可
要
件
に
合
わ
な
い
と
の
理
由
で
中
断
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。 

   

◆
夜
間

の
学
童
保
育
も
オ
ー
プ
ン 

 

一
年
悩
ん
だ
末
に
、
認
可
要
件
以
外
の
部

分
は
自
主
運
営
で
補
お
う
と
決
意
し
た
。
保

育
園
が
二
四
時
間
保
育
の
認
可
を
受
け
る
の

は
来
年
四
月
か
ら
だ
が
、
昨
年
一
二
月
か
ら

既
に
先
行
実
施
し
て
い
る
。
四
月
に
は
夜
間

学
童
保
育
も
オ
ー
プ
ン
。
来
年
二
月
二
一
日

か
ら
は
、
休
日
保
育
も
自
主
運
営
で
復
活
さ

せ
る
。
デ
パ
ー
ト
勤
務
な
ど
の
親
か
ら
す
れ

ば
、
休
日
保
育
が
切
実
な
願
い
だ
か
ら
だ
。

連
泊
が
必
須
の
国
際
線
フ
ラ
イ
ト
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
の
入
園
相
談
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
に
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
検
討
も
始
め
た
。
数
年

後
に
は
、
も
う
一
つ
新
宿
に
夜
間
保
育
園
を

開
設
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
三
六
五
日
二

四
時
間
開
所
の
保
育
園
と
し
て
、
今
後
も
東

京
の
保
育
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。 

   

◆
保
育
園

は
地
域
の
公
共
資
源 

 

核
家
族
化
の
進
展
と
地
域
の
人
間
関
係
が

希
薄
に
な
っ
た
こ
と
で
、
子
育
て
の
地
縁
血

縁
に
頼
っ
て
き
た
部
分
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
や
育
児
の
悩

み
が
生
じ
た
と
き
な
ど
、
母
親
の
心
の
ち
ょ

っ
と
し
た
隙
間
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

保
育
園
に
は
こ
う
し
た
配
慮
も
求
め
ら
れ
る
。 

 

エ
イ
ビ
イ
シ
イ
で
は
、
子
ど
も
の
体
温
が

三
八
度
あ
っ
た
ら
預
か
ら
な
い
の
が
原
則
。

保
育
時
間
中
に
体
調
を
崩
し
た
時
は
、
常
駐

の
看
護
婦
さ
ん
が
対
応
し
て
、
保
護
者
に
迎

え
に
き
て
も
ら
う
。
親
に
は
、
「
有
給
休
暇

が
あ
る
人
は
、
で
き
る
だ
け
子
ど
も
の
た
め

に
取
っ
て
お
く
よ
う
に
」
と
話
し
て
い
る
。 

 

と
は
い
え
、
忙
し
い
親
か
ら
の
病
児
保
育

へ
の
要
望
は
根
強
い
。
病
児
保
育
は
診
療
室

の
併
設
な
ど
が
必
要
だ
が
、
病
後
児
保
育
は

部
屋
が
あ
っ
て
看
護
婦
を
配
置
す
れ
ば
可
能

な
の
で
、
将
来
の
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。 

 

健
康
へ
の
ケ
ア
は
、
何
も
子
ど
も
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
「
子
育
て
を
楽
し
め
ず
、

辛
く
感
じ
て
い
る
親
の
増
加
が
気
に
な
る
よ

う
に
な
っ
た
」
の
が
、
こ
こ
数
年
の
新
た
な

傾
向
だ
。
ま
じ
め
な
親
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
込
む
傾
向
に
あ
り
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る

と
虐
待
や
子
育
て
放
棄
に
発
展
し
か
ね
な
い
。 

 

こ
う
し
た
心
の
闇
を
埋
め
る
の
も
、
園
長

を
は
じ
め
と
す
る
管
理
職
保
育
士
の
役
割
だ
。

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
た
親
は
、
笑
顔
が
な
か
っ

た
り
、
些
細
な
こ
と
で
大
げ
さ
に
文
句
を
言

っ
て
く
る
と
い
っ
た
サ
イ
ン
を
出
す
。
担
任

の
保
育
士
に
は
、
着
替
え
の
際
、
子
ど
も
の

体
に
痣
が
な
い
か
の
確
認
を
怠
ら
せ
な
い
。

少
し
で
も
危
険
信
号
が
で
て
い
れ
ば
、
即
、

呼
び
だ
し
て
園
長
室
で
話
し
合
う
。
親
か
ら

相
談
の
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
も
多
い
。

内
容
は
、
離
乳
食
の
作
り
方
か
ら
公
園
で
遊

ぶ
輪
へ
の
加
わ
り
方
、
夫
婦
喧
嘩
の
愚
痴
ま

で
色
々
。
「
保
育
園
は
地
域
の
公
共
資
源
だ

か
ら
利
用
し
て
も
ら
え
ば
い
い
」
。
閉
じ
こ 



迎えに来た父親 
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も
ら
ず
、
何
で
も
外
に
発
信
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
い
う
。 

   
◆
利
用
者

の
七
割
が
エ
リ
ー
ト
層 

 

保
育
園
に
子
ど
も
を
預
け
に
く
る
親
の
職

業
は
様
々
だ
。
現
在
、
約
七
割
が
公
務
員
や

医
者
、
大
手
企
業
の
会
社
員
な
ど
。
無
認
可

保
育
を
始
め
た
頃
、
主
流
だ
っ
た
夜
働
く
お

母
さ
ん
た
ち
は
三
割
程
度
に
減
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
認
可
後
、
行
政
が
入
園
希

望
者
の
窓
口
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。 

 

驚
か
さ
れ
た
の
は
、
公
務
員
の
勤
務
実
態

。

朝
か
ら
深
夜
ま
で
働
き
詰
め
で
、
子
ど
も
の

顔
を
見
に
帰
る
だ
け
だ
と
い
う
人
も
い
る
。

育
児
以
前
に
過
労
で
倒
れ
な
い
か
心
配
に
な

る
ほ
ど
だ
。
「
こ
う
し
た
人
た
ち
の
子
ど
も

を
長
時
間
預
か
る
の
だ
か
ら
、
家
庭
と
同
じ

生
活
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
こ
と
を
心
が
け
て

い
る
」
。
子
ど
も
た
ち
は
、
昼
食
、
お
や
つ
、

夕
食
を
園
で
取
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
食
事

は
ほ
と
ん
ど
無
農
薬
有
機
栽
培
で
ま
か
な
う
。

午
後
六
時
に
は
夕
食
を
取
り
、
七
〜
八
時
に

入
浴
、
九
時
に
は
就
寝
す
る
。
家
で
過
ご
す

日
も
、
極
力
、
こ
の
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
で

欲
し
い
と
話
し
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
一
方
で
、
若
い
保
育
士
に
は
、

長
時
間
保
育
へ
の
葛
藤
が
あ
る
。
入
園
四
年

目
の
橋
本
美
江
さ
ん
は
三
年
目
頃
か
ら
、
家

庭
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
「
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
子
ど
も
を
預
か

っ
て
い
る
と
、
親
子
関
係
が
こ
う
い
う
状
態

の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
思
う
。
親
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
て
い
て
も
、
子
の
ニ
ー
ズ
は
違
う
の

で
は
な
い
か
？
」
。
そ
ん
な
時
、
片
野
園
長

は
、
「
夜
間
保
育
園
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
親

は
暖
か
い
気
持
ち
で
子
育
て
で
き
る
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
。
エ
イ
ビ
イ
シ
イ
保
育
園
に

二
歳
の
娘
を
預
け
て
い
る
江
原
幸
一
氏
は
「
夜

間
保
育
の
存
在
な
く
し
て
働
く
こ
と
は
難
し

い
」
と
話
す
。
江
原
さ
ん
は
父
子
家
庭
。
育

児
の
こ
と
で
園
長
に
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
「
こ
こ
が
な
か
っ
た

ら
親
子
離
れ
ば
な
れ
の
生
活
に
な
っ
て
い
た

か
も
知
れ
な
い
。
子
供
は
も
ち
ろ
ん
、
親
の

面
倒
を
見
て
も
ら
う
こ
と
も
子
育
て
支
援
に

欠
か
せ
な
い
」
。
親
子
と
保
育
園
が
互
い
に

安
心
で
き
る
保
育
を
日
々
、
模
索
し
て
い
る
。 

 

夜
働
く
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に
は
、
長
い

経
験
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
接
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
人
た
ち
は
、
夫
が
い
な

か
っ
た
り
、
複
雑
な
家
庭
事
情
を
抱
え
て
い

る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
時
に
は
、
子
ど
も

を
抱
え
、
住
む
所
も
お
ぼ
つ
か
な
い
う
ち
か

ら
、
入
園
相
談
に
来
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
こ

ん
な
と
き
は
、
ま
ず
知
り
合
い
の
大
家
さ
ん

に
頼
み
、
保
育
園
の
す
ぐ
近
く
に
安
価
な
家

賃
で
住
居
を
紹
介
す
る
。
そ
の
後
も
一
般
常

識
を
教
え
た
り
、
何
か
あ
れ
ば
駆
け
つ
け
る

な
ど
、
管
理
職
層
の
保
育
士
が
親
身
に
な
っ

て
面
倒
を
見
る
。
「
夜
、
酔
っ
て
タ
イ
ト
ス

カ
ー
ト
に
ハ
イ
ヒ
ー
ル
で
迎
え
に
き
て
、
そ

の
ま
ま
自
転
車
で
帰
ろ
う
と
す
る
人
も
い
た
。

ジ
ャ
ー
ジ
と
運
動
靴
を
園
に
常
備
さ
せ
、
酔

い
を
さ
ま
せ
て
着
替
え
さ
せ
て
帰
す
。
こ
う

い
う
娘
（
母
親
）
が
一
年
ぐ
ら
い
経
つ
と
、

『
子
ど
も
が
か
わ
い
い
。
ち
ゃ
ん
と
育
て
た

い
』
と
言
う
よ
う
に
な
る
。
こ
ん
な
に
嬉
し

い
こ
と
は
な
い
」
。
二
四
時
間
保
育
園
は
生

活
の
場
。
親
の
生
活
も
支
え
て
い
る
。 

   

◆
子
育

て
環
境
が
少
子
化
を
助
長 

 

夜
間
保
育
は
一
九
八
一
年
に
制
度
化
さ
れ

た
が
、
公
立
保
育
園
や
認
可
保
育
園
で
の
導

入
の
動
き
は
鈍
く
、
東
京
都
で
は
認
可
保
育

園
の
空
き
は
あ
る
の
に
待
機
児
童
が
減
ら
な

い
と
い
っ
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
都
は
独
自
の
基
準
を
定
め
て
補

助
す
る
「
認
証
保
育
所
」
制
度
を
創
設
。
認

可
条
件
を
緩
く
す
る
一
方
で
、
〇
歳
児
保
育

や
一
三
時
間
開
所
な
ど
を
義
務
づ
け
た
。
二

〇
〇
一
年
八
月
の
制
度
開
始
以
来
、
急
速
に

増
え
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
確
か
に
働
く

母
親
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て
は
い
る
が
、
保

育
料
の
減
額
措
置
な
ど
が
な
い
た
め
、
高
額

な
保
育
料
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。 

 

今
後
、
ま
す
ま
す
親
の
仕
事
の
幅
も
広
く

な
り
、
よ
り
便
利
な
保
育
園
が
求
め
ら
れ
る
。

片
野
園
長
は
、
「
官
民
に
関
わ
ら
ず
、
互
い

に
補
い
合
っ
て
保
育
現
場
を
盛
り
上
げ
た
い
」

と
訴
え
る
。
公
立
保
育
園
は
、
夜
間
保
育
は

整
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
分
、
障
害
児
保
育

は
充
実
し
て
い
る
。
逆
に
、
民
間
は
認
証
保

育
制
度
な
ど
で
夜
間
保
育
が
広
が
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
さ
ら
な
る
公
的
補
助
が
必
要
だ
。 

 
出
生
率
は
坂
道
を
転
が
る
よ
う
に
下
が
り

続
け
て
い
る
。
平
成
一
五
年
版
国
民
生
活
白

書
は
、
少
子
化
の
原
因
に
非
婚
化
、
晩
婚
化

と
な
ら
べ
て
「
夫
婦
の
出
産
意
欲
の
低
下
」

を
あ
げ
て
い
る
。
育
児
を
取
り
巻
く
環
境
が
、

働
く
親
た
ち
に
二
人
目
、
三
人
目
の
子
供
を

躊
躇
さ
せ
て
い
る
。
エ
イ
ビ
イ
シ
イ
の
六
七

人
の
子
ど
も
の
親
で
、
妊
娠
中
の
母
親
は
一

一
人
。
「
子
育
て
環
境
が
万
全
で
あ
れ
ば
、

少
子
化
問
題
は
起
き
な
い
」
。
少
子
化
に
歯

止
め
を
か
け
る
ヒ
ン
ト
が
こ
こ
に
あ
る
。 

   

◆
保
育
士

に
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入 

 

多
く
の
保
育
園
が
年
功
賃
金
を
取
る
中
、

エ
イ
ビ
イ
シ
イ
保
育
園
で
は
、
い
ち
早
く
能

力
的
要
素
を
と
り
入
れ
た
評
価
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
る
。 

 

昨
年
か
ら
年
に
一
度
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
保
育
士
自
身
と
園
長
お
よ
び
保
護

者
が
評
価
を
行
い
、
保
育
に
対
す
る
自
ら
の

姿
勢
を
見
つ
め
直
す
機
会
を
与
え
る
。
高
評

価
で
あ
れ
ば
、
管
理
職
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
保

育
士
に
抜
擢
す
る
な
ど
、
若
い
保
育
士
に
と

っ
て
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
機
会
で
も
あ
る
。
今

年
四
月
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
保
育
士
に
昇
格
し

た
小
柳
将
さ
ん
は
、
「
評
価
が
あ
る
こ
と
で

一
年
間
の
日
々
の
保
育
を
振
り
返
る
こ
と
も

で
き
た
」
と
受
け
と
め
て
い
る
。
来
年
は
能

力
的
要
素
を
も
う
一
歩
強
め
る
と
と
も
に
、

研
修
に
も
力
を
入
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
結

婚
・
出
産
す
る
保
育
士
に
は
、
月
に
二
〜
四

回
ま
わ
っ
て
く
る
宿
直
勤
務
を
ほ
ぼ
免
除
（
六

年
に
一
度
の
み
）
す
る
な
ど
、
保
育
士
が
長

く
働
け
る
よ
う
配
慮
す
る
。
優
秀
な
人
材
が

長
く
働
け
る
保
育
園
が
理
想
だ
。 

 

民
間
の
社
会
福
祉
労
働
者
の
処
遇
に
つ
い

て
は
、
明
確
な
制
度
的
基
準
が
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
各
経
営
者
の
裁
量
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
こ
の
た
め
、
民
間
の
保
育
士
を

組
織
す
る
全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
で
は
、

人
事
院
勧
告
で
出
さ
れ
る
公
立
職
場
の
福
祉

職
俸
給
や
労
基
法
を
指
標
に
、
職
場
点
検
運

動
を
進
め
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
「
民
間
は
、

公
立
以
下
の
賃
金
水
準
に
抑
え
ら
れ
て
い
る

う
え
、
短
時
間
保
育
士
を
多
く
採
用
し
て
、

人
件
費
抑
制
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
」
（
藤
原
尚
久
書
記
次
長
）
の
が
現
状
だ
。 

　
　
　
　
（
調
査
部
　新
井
栄
三
、遠
藤
彰
） 


